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る。それらの研究の 1 つに， 最近レーダ関係で注目されている線形 FM 波パノレス圧縮方式がある。
本論文は，上記のパノレス伝送方式に関する研究の成果をまとめたものであり，全体は 6 章から構成さ
れている。
第 1 章緒 論
本章においては，従来行なわれてきた研究の概要を系統的に分類，説明し，本方式の現状と問題点
ならびに本研究との関連性を明らかにし，本研究の意義と，その学界における位置を明らかにする。
第 2章線形 FM 波の発生と受信方法
パルス圧縮の原理はパノレス通信において画期的なものの 1 つであると考えられる。ここでは，その




























本論文は，通信工学の最近の発展分野の 1 つである線形 FM 波ノ幻レス圧縮方式について， その基
礎的な理論を検討をも含めて， 通信方式における応用の立場から考察を行ない， 集積回路化に有利
な，新しい装置の設計理論を究明したものでいくつかの重要な成果が示されている。
ここに本方式をノマノレス伝送システムとして用いる場合の他のシステムとの比較論が明らかになり，
本方式の実用化の最大の問題点である受信装置については，サンプリング・フィノレタの活用とその位
相特性の設計について新しい提案を示し，これによって装置の集積回路化をはかり，そのための設計
ならびに構成を詳細に検討し，問題の根本的な解決の新しい道を得たことは通信工学に対する貢献大
なるものがあると思われる。
以上，本研究で得られた諸結果は，パノレス通信の分野における技術の発展に寄与するところが大き
いので，博士論文として価値あるものと認める。
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